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16世紀後半のロシアにおける

修道院の財の購入

一一ヨシフ=ヴォロコラムスキー修道院の場合一一

細川滋

はじめに

ヨシフ=ヴォロコラムスキー修道院の文書，とりわけ支出帳簿には，当該修

道院による所領内外での財の購入が度々記載されている。つまり，当該修道院

では市場との関わりがきわめて強いと思われる。しかし，従来の研究では，消

費の問題，さらには市場との関わりについては，ほとんど取り上げられること

がなかったと考えられる。

なお，国内では， 16世紀前半のロシア北部(ノヴゴロド地方)の「封地」経営，

ノヴゴロドの市，都市の問題等の研究はあるものの， 16世紀後半のロシア中央

部での所領経済に関する研究は，まだまだ立ち後れている。欧米でも， 16世紀

のロシアの農民，奴隷(ホロープ等)に関する研究は行われているが，本稿で

扱おうとする史料を利用しての研究は現れておらず，所領経済に関する研究は

(1) Bol'抑制ble X03HHCIBeHHble KHHfH XVI B" npHXO!lHble H paCXO!lHble KHHfH YlOCH中0・
BonOKonaMCKoro MOHacTblpH 70・80-xrL，日O!lpe!laKUHeH !lOKIOpa HcropH4ecKHx HayK A r， 
MaHbKOBa M"・凡， 1980や

(2 ) 浅野 明'16世紀前半期ロシアの知行地制ーノヴゴロド地方の事例研究一J(~商洋史研
究!(東北大)新輯 12，1983)や同「イヴアン雷帝期ロシアの知行地制ーノヴゴロド地方

の事例研究 J (1史学雑誌J 94~7， 1985)。
(3 ) 松木栄三「中世ノヴゴロドの市場庖錦、台帳ノート J (~宇都宮大学教養部研究報告』

22~ 1， 1989)。
(4 ) 石戸谷重郎「中世ロシア都市論J (W歴史学研究J471， 1979)，栗生沢猛夫「モスクワ国家と

都市民ーポーサード民をめぐる状況と彼らの戦いーJ(W西洋史研究~ (東北大)新鶴16，1987)。

(5 ) 例えば R E， F Smith， Peasant farming in Muscovy， Cambridge University Press， 

1977。我が国でも，石戸谷重郎の一連の研究があり，主要なものは『ロシアのホロープ』
(大明塗， 1980)に収められている。
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不十分である。ましてや，市場の問題となると，皆無に近いのではないだろう

か。

また，かつてのソ連では，修道院の文書は，それが刊行される以前から利用

され，さまざまなテーマの下に分析の対象とされてきた。しかし，農業問題・

農民問題(農民の移転権・賦役の問題等)が主要な課題とされ， 16世紀後半の

ロシアにおける市場の問題については，全国的市場形成の前段階という位置づ

けのもとに言及されるに止まっている。

そして，ソ連の経済史の教科書によると，タターノレのくびきの下でも交易は

存在しつづけ，農村においてはパーター交易が存在していたが，都市及び農村

内部の交易と並んで，都市間，地域間の交易も行われていたとされる。例えば，

ノヴゴロドの人々は， トヴェーリ，スーズダリ，モスクワ，キエフ，チェノレニ

ゴフと交易しており， 16世紀にモスクワは，ノヴゴロド，リャザン，トヴェー

リなどと取引を行い，最も重要な商品は塩と穀物であったと理解されている。

このように，地域間交易の存在，商品としての穀物と塩の流通などが指摘さ

れている。確かに，塩の流通については， 1518年9月10日付のヨシフ=ヴォロ

コラムスキー修道院宛ヴァシーリー3世の免税特許状が塩の買付に触れて

おり，塩やまた穀物が重要な商品であった点は否定できないであろう。また，

(6) T'peKoe E ，a MOHaclblpcKHe !leleHblWH. //Bonpocbl HCTOpHH" 1948，λii5-6， C. 74・84.;
TUXOMUP06 M. H MOHaclblpb-BOIYHHHHK XVI BeKa" //v1clOpHyeCKHe 3anHCKH. M.， 1938， 
T" 3， C. 130-160.; !1Jenem06 f{ H CenbcKoe X03HHCIBO BO BOI明 Hax凶OCH中0・Bono印刷MCKoro

MOHaCTblp匁 BKOHue XVI B" //V1cIOpHyeCKHe 3anHCKH， KH. 18， 1947， C" 92・147刷
(7)かHmy.λ06B. T， f{pu6u，06a H C， 'fYHmy.1l06 A B， Tiowee B A ::lKOHOMH可eCKaHHCIOpHH 
cccp， M"， 1987" C.32・34，.;)(poMoe刀 A 0可epKH 9KOHOMHKH !lOKanHTanHClHYeCKOH POCCHH. 
M.， 1988. C.113・136"

(8) r余，全ロシアの大公ヴァシーリー・イヴァノヴィツチは，ヨシフ=ヴォロコラムスキー
修道院長ダニールと修道士たちに，ダニ-Jレの後に誰が修道院長であろうと，次のことを

認可した。修道院長ダニールと修道士たちが売却あるいは購入のために，商人あるいは修
道土をノヴゴロド，デモン，Jレザ，ベロオーゼロの市場に 150台の荷馬車で冬季に，秋季
には5綬の平底川船で派遣する時，あるいは秋に同じくそれら 5般の平底川船から 150

台の4輪荷馬車に荷を移し替える時，我々の，また代官及び郷司の通関税徴収官，及びす
べての関税徴収官と漁労官は，これらの商人から秋季には平底川船及び4輪馬車から，冬
季にはそり及び荷馬車から，そして商品から，通関税，関税及び他のいかなる税をも徴収
しではならない。彼らの商人あるいは修道士が年に一度Iレザ、を塩の購入のために訪れる
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16世紀のロシアにおいて商品流通が展開されていたことは，免税特許状の中で商

品の売買，移動等に関する規定が見られる点からも明らかである。が，これまでの

16世紀後半のロシアにおける修道院の財の購入463 

研究では，具体的な市場と商品流通の検討にまで廿及んでいないと思われる。

ヨシフ=ヴォロコラムスキー修道院を対象として，なお，本稿においては，

収支帳簿中の支出に関する分析を行い，当該修道院と市場との関わりを明らか

どこでにしたい。具体的には，当該修道院が何を購入していたのか，誰から，

そ

これらの点は，修道院内の日常生活，経済のあり方を把握するためには，

是非とも不可欠の要素であると思われる。

購入していたのか，購入の目的は何であった等を明らかにすることになる。

して，

確かに，修道院においては，必要とするものを市場のみにおいて入手してい

たわけではない。修道院所領に居住する領民からの現物による納入， オブロー

一定の需ク受領者による生産物の納入，手工業者に対する注文などを通して，

要は充たされていたと考えられる。だが，支出帳簿には r与えた aaHOJという

また，表現とともに r購入した町m1cRJとの表現が度々登場していることも，

明白である。修道院による必需品の購入にはどのような特徴が見られるのか，

という点も，本稿で検討したい課題の一つである。

l
i
E
寸
L
i
l
i
-
-
;
F
i

時，かれらは塩を購入し，こもに入れるが， ~y6b日は支払わない。これら荷馬車 150 台分

の滋を冬季にはそり‘で，あるいは秋季には5般の平底川船で輸送するとき，我々のlレザ及
びデモンの関税徴税官は，これらの塩から nO山肌HbIHOlKOBble及び策金税 30sOIHI1KI1を徴収

しない。
同じく，修道院長タゃニールと修道士たちに，年に 1度，秋季に，荷馬車 150台分あるい
は平底川船5般分の塩をJレザで購入し， }レザから運ぶこと，かれらのこの塩が修道院の消

費後も残っていることを認可したし，さらに，彼らに，この塩をヴォロク， }レジェフ，ジェ

グニノで自由に売却することを認可した。我々の通関税徴収宮と関税徴収宮及び、ヴォロ

ク，ルジェフ，ジェグニノの代官は，それらの温から通関税及びいかなる関税をも徴収し

ない。また，これらの(塩の)代金で，修道院に必要なものを購入しようとも，そのこと

によれ通関税及びいかなる関税も，我々の通関税徴収官及び、関税徴収官に与えることは

ない。しかし，これらの塩をウ、オロク， }レジェフ，ジェグニノで売却し，修道院に必要と

いうためにではなく購入し，購入したものを再び売却しようとするときには，我々の通関

税徴収官及び関税徴収官は，商品を扱う人々から(徴収するの)と同様に，彼らの持つ商
品から通関税及び関税を徴収する Jo (AKlbI中eOAasbHOfu3eMßeB~aAeHI1H 11 X03HHCTBa" 4acTb 

BTOp制。 M.，1956 以下， Aφ3Xパ.2と略記)Noc 820) 

(9 ) これは，また同時に，当時のロシアにおける市場の問題とも不可分であろうが，本稿で

は，当時の修道院経済のあり方に焦点を合わせたい。
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なお，本稿で分析の対象とする支出帳簿は， 7081 (1573)年 5月 1日

"-'7082 (1574)年4月30日， 7083 (1575) 7月26日"-'7084(1576)年7月24

日， 7087 (1579)年4月7日"-'7088(1580) 3月29日， 7089 (1581)年5月1

日 ~7090(1582)年5月18日にわたるものである。従って， 1570年代から 1580

年代初めの，時期的には継続しない約4カ年の動きを対象とすることになる。

I ヨシフニヴォロコラムスキー修道院による購入物

まず，当該修道院の支出帳簿に記載されている購入物をリストアップしてみ

ると，

① 魚類

魚 pbl6a，ニシン ce.ne，llb，キュウリウオ cHeroK，チョウザメ ocerp，

crep.n51，llb，山巴Bpllra，チョウザ、メの肉 ocerpHHa，チョウザメの背筋 BH311ra，

ベルーガ(大型のチョウザメ)6e.nyra，ベルーガの肉 6e.ny)KI1Ha，サーモン，

サケ ceMra，サケの身.nOCOCHHa，サケの肉 CeM)KI1Ha，ウスリーシロザケ Cl1r，

ウスリーシロザケの肉 Cl1fOBI1Ha， .nO，lly)KI1Ha，ウスリーシロザケのイクラ

I1Kpa Cl1rOBa51，ウスリーシロザケに似た淡水魚 penyrl1， pynywKa，リープス

(サケ科の一種で，ウスリーシロザケに近い) pl1nyc，イクラI1Kpa，カワ

カマス山YK，甘塩のカワカマス山ylJl1Hblnpeco.nbHble ，コクチマス

6e Jla51 pbl6l1ua，スズキ cy，llaK，スズキの肉 cy，llalJI1Ha，カワスズキ OKyHb，ア

セリナ ep山，ブリーム .ne山，ブリッカ口O，ll.ne山，コイ科の淡水魚 n.nOTl1口a，

フナKapaCb

②穀類・野菜類・果実・山菜・肉類など

小麦日山eHl1ua，燕麦 OBec，粉MyKa，脱穀した穀類 Kpyna，脱穀したキピ

日山eHO，パン・穀類 x.ne6，白パン KuJlalJ，ねぎ .nYK，タマネギの種子

JlyKoBoe 印刷，だ、いこん pe，llbKa，キュウリ orypeu，キャベツ KanycTa，エン

(10) 当時のロシアでは，世界関関暦が使用され，新年の始まりは9月1日であった。そのた
め，西暦年に修正するためには，世界関闘年から， 1~8 月については 5508 年を， 9~12 

月については5509年を引かなければならない。但し，その場合でも，グレゴリウス暦と
一致するわけではなく，数日のずれが生ずるが，その点の修正は行っていなしミ。

OLIVE 香川大学学術情報リポジトリ



465 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

16世紀後半のロシアにおける修道院の財の購入 -105-

ドウ ropox，ビート CBeKJla，コケモモ 6pycHl1ua，プノレムの実 CIII1Ba，リンゴ

日6JlOKO，くるみ opeweK，ほしぶどう間的M，キノコ rpl16，rpY3.l¥b， PbI}I{HK， 

たまご日i1uo，バター MaCJlO，KOpOBbe MaCJlO，チーズ CblpO，脂肪 caJlO，塩COJlb，

砂糖caxap，酵母.l¥pO}l{糊(.l¥PO}l{b)，ブドウ酒 BI1HO，サワークリーム CMeraHa，

蜂蜜 Me.l¥，麻実油 MaCJlOKOHOnJlHHOe白樺の油 MaCJlO6epecτ日Hoe，肉 MHCO，

子牛の肉 reJlaTI1Ha，ミトン Bapera(Bape}l{Ka)，牛肉 rOBH.l¥HHa

香辛料

にんにく可eCHOK，ウイキョウ Kpon，Konp，サフランcaゆpaH，日中paH，胡楓

nepeu，アニス aHI1C，乾燥したチョウジの膏rB03.l¥HKa，ニクズク MycKaτ，シ

ナモン KOpHUa，ショウガ附611Pb，からし rop可l1ua，西洋ワサビxpeH

家畜

にわとり KYP'，KypHUa，ガチョウ rycb，羊 OBua，雄羊 6apaH，6apaHeu，雌

牛 KopOBa，豚 CBHHbH，若い雌牛 relly山Ka

衣料・繊維関係

外套 enaH可a，シューパ山y6a，ノレバーシカ py6awKa，厚手のごわごわした織

物 BepeIl1We， 靭皮で編まれた厚手のごわごわ した織物

BepeTI1以apOr03HHHble，手織色木綿 KpaweHHHa，手織麻布 XOJlcrnocKOHHOi1， 

羅紗BbI60iiKa，亜麻JleH，亜麻布日OJluτHO，皮袋用の麻布 XOJlcrHa MeXH，麻

KOHOnJJH，麻布 XOJlCrb， XO，IICTHHa， テーブノレクロス CKarepTb，ストッキング

可yJlKH，長い靴下 HoraBHua，手袋pyKaBl1ua，紡糸口PH}I{3.，糸 HHTb，白糸

6eJla日HI1Tb，赤糸可epHaHHHτb，針 HrJla，大針山HJlO，編み紐 reCbMa，

山Hyp(CHYP)， ラシャ CyKHO，染めていない自家製組ラシャ cepMHra，

CepMH}I{eHKa，靭皮Jly6， lIy6bH， JlbIK，帯・ベルト口OHCOK，nOHC 

毛皮・皮革

羊の毛皮 OBlJI1Ha， 6apaH， キッド毛皮 MepJly山Ka，黒紹の毛皮C060JlH，ノミlレ

ト用の子牛 onoeKHa nOHCbI， フェルト用の雄羊 6apaHHa BO伽OKH，なめし革

I1pxa，牛のなめし革I1pxaKOpOBI1THHa皮革 KO}l{a，生皮 CblpOMHTb，革手袋

rOJll1ua，長靴用の皮革 KO}l{aHa CanOfl1，靴底日O.l¥O山Ba，靴底用の皮革
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印刷日O.llOWBeHHaH，靴の敷革用の毛皮 KO)l{a口O.llnHI04eHaH，ロシア革!的中rb，

牛革のフェルト BOH~OKa KOpOBHrHH，牛革製品 KopOBHrHHa，革紐 peMeHbH，革

袋 MeXH， Me山OK，ぞうり ~anOTh，履物 06yBb，切れ端 o6pe30Kb

⑦ 日常生活用品

短くて広い刃のついたナイフ K，nHnHK，釜 Koren， KOT~HK，土鍋 ropWOK，杯型

の容器 cOCY.ll-nOTblp，大皿印刷0， BeKO，カップ craBeu，スプーン ~O服a ，

~O)l{引Ka，坂入れ CO~OHKa，小型フライパン CKOBopOTKa，水差し KyB山HH，細

首胴太の土製壷(かめ) Ky6b山 Ka，櫛 rpe6eHb，柄杓 KOB山 Kopeu，桶

ywaTl1Ka， Be .llpO ，杓子 4yMH円海綿 ry6Ka，糊 K~eH，アンモニア水 Ha山arblpb ，

獣脂ろうそく ca~bHaH CBe4a，ろうそく CBe可a，臓 BOCK，松脂cepa，薪!lpOBa，

石炭 yrunb，発火装置)l{arpa， 3ananbHI1K，長椅子 naBKa，石けん MbI~O，上げ

蓋付きの大型木箱 pyH~yKa，手桶阿山Ka，ガラス製品 CleK凋

⑧農具・漁具

大鎌 Koca，粗目簡rpoxor，飾 CHIO，peWeIO，ロープBepeBKa，漁網用のロー

プ BepeBKaK HeBO.llOM 

⑨ 金属関係

良質鋼 yK~a且，鉄町~e3a，錫 O~OBO，辰砂川HOBapb，鉛 CBI1Heu，銅 Me!lb，金

30~OTO，金箔 cyCa~bHOe 30~Oro，斧 Ionop，金属製品

⑩ 建築材料・建築用具

松 COCHa，丸太 6peBHO，KunO!la，角材 6pyc，板.llOCKa，薄板 reCHHua，!lpaHI1ua， 

木切れ~y可HHa，柄杓用の木材!lepeBO Ha KOBWI1，窓枠OKOH4HHa，錠3aMOK，鈎

KPωK，レンガ KHP日間，ターノレ.llerOTh，釘 rs03!lb，銀メッキされた釘

rB03.llb nO~y)l{eHbIH，釘用の箱白山HK，槍型の諸刃のナイフ Konbe，石田やすり

rep口Y)I{OK，釘抜き口ε叫H，ねじ錐6ypoBeu(6ypaBeu)，道具 cHacrb，枠組αpy6

⑪ 飼料・馬具類・馬

干し草 ceHO，わら cO~OMa，引き革 rY)l{I1，首輪枕 xOMyrHHa，手綱 BO)l{)I{H，く

つわ y3.lla， y .llH~a，あぶみ crpeMH ， CrpeMHHa， CrpeMHTa，革ひも πyC~H山町

馬の腹帯 nO!ln~yra，馬の尻帯山~eH ，頚木.llyra，おもがい 06porh，かすがい
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cK06a，鰍 rraXBI1，馬櫛 rpe6JlI1ua，馬の腹帯を締めるための鞍翼下の革紐

rrpl1cryrl1，鞍印刷0，鞍の側革 re6eHKI1，鞍の部品目p0l160eu，子馬氷山a，馬

.110山 aLlb，去勢馬 Mepl1H

⑫輸送関係

樽60可Ka，こも porOlKa，そり CaHI1，広いそり OWeBHI1，荷ぞりLlpOBHI1，手押し

車 reJlera，二輪の手押し車 reJle ra LlBOeKOJlHa日，車輪 Koneco，小舟J10LlKa

⑬ 宗教関係

数珠ぜrKI1，燭台 CBerl1J1bH51，灯火中OHapb，灯明皿 CBe111J1b，香J1aLlaH，

中I1Ml1aM(中日Mb51H)，香に使われる香ばしい樹脂reMI151H(reMb51H)，十字架 KpeCT，

聖餐杯口OIl1p，聖像 06pa3，聖衣 p日ca

⑭筆記具

紙 6yMara，インク可epHI1J1，白墨 MeJl

⑮ その他

潤滑油 Ma3b，ノズルHacaLlKa，梶棒Lly611Ha，けし MaK，Mbl山b51K，綱 ylKl1山e，

杖(棒) 60Tar，水品 Kpl1CraJlbHOiiKaMeHb，爪磨き rrl1J1Ka

などである。

これらを分類してみると，

①食料品関係(魚類，穀類，野菜類，肉類，乳製品，香辛料など)

②衣料・繊維・皮革関係(材料，道具も含む)

③ 日常生活用品(食器類，石炭などの燃料も含む)

④ 農水産業関係(畜産関係，農具，漁具など)

⑤建築関係(釘，建築材など)

⑥輸送関係(馬関係のものも含む)

⑦ その他

に大きく分類できる。この中で頻繁に出て来るのは，①②③であるが，中でも，

後述するように，食料品と考えられるチョウザメ・ニシン・カワカマスをはじ

め魚が多く購入されていること，また，香辛料として，コショウ・ショウガと

並んで，チョウジ・ニクズク・シナモンなど高価な香辛料が度々購入されてい
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ることが特徴的である。

II 購入地と購入物

購入地

次に，購入先をリストアップしてみよう。購入先としては，購入地あるいは

販売者が記載されている場合があるので，まず，購入地として登場してくる地

名を，当該修道院所領と所領外とに分けて，挙げてみると，

(1) 当該修道院所領

①イリイツィノ村(ヴォロク郡スタロヴォロク・スタン)

②ブィコヴ、ォ持(ヴオロク郡シェストリン・スタン C叫 H叩 IIc刷

③オトチシチェヴォ村(ヴォロク郡シェストリン・スタン CeCrpf1HCKf1IICraH) 

(ll) 香辛料については，圏内で産出されないことから，当然，外国からの輸入であろう。 16

世紀半ばには，北極海周りでキャセイ(中国)への道を求めて航海に出たイギリス人が，

難破の後，北ドヴィナ川河口に漂着した結果，イギリスとの交易が開かれ，イギリスには

ロシア会社が設立された。続いて，オランダ商人も白海に引き寄せられ， 1584年には北ド

ヴィナ川河口にアルハンゲリスク港が建設された。

当時のイギリスとオランダは香辛料貿易を競っており，彼らを通して香辛料がロシア

にもたらされたことは十分考えられる。当時，西ヨーロツパからロシアへの輸入品として

重要な位置を占めていたのは，絹織物，武器，貴金属，ラシャ，蓉{多品であり，ロシアか

らは，毛皮，皮革，大麻，蜜蝋，穀物が輸出されていた。また，アストラハンを通して東

方諸国からの輸入も活発で，絹織物，さまざまな織物，香辛料，者イ多品が輸入され，毛皮，

皮革，手工業製品が輸出されていた ('-/YHmyλoeB. T， f{'puey，oea H C， '-!.YHmYJlOe A B， 

T的weeB A 3Ko，Ho，MH可eCKa匁 HCIOpH冗 CCCP.M.， 1987. C.34)。
なお，これらの購入物の中には，修道院においてオブローク受領者による生産が見られ

る財として，皮革製品，靴，鞍，テーブルクロス，ストッキング，荷車，桶，スプーン，

錠前，衣服類，魚などがあり，これらは購入物と重複している。これらの財については，

需要がオブローク受領者の生産する量あるいは捕獲する量では充足されていないことを

示していると思われる。また，注文による入手が支出帳簿中に記載されている点も無視で

きない。

(12) 80，1'制HHble Xo，3焔ClBeHHble KHHfH XVI B剛口pHXO.llHble H paCXo，.llHble KHHr H Vlo，CH中0・

Bono，KonaMCKo，ro， Mo，Haclblp匁 70-80-xrl" no，且 pe.llaKUHei1.llo，KTOpa HC'JopH4ecKHx HayK A" r， 
MaHbKOBa M，，-凡， 1980“c，，64， 169，229。

(13) TaM lKe， C刷 168。
(14) TaM lKe， c.64， 169。
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iィ

④ラタシy(ヴォロク郡シエストリン・スタン)
⑤ガヴリノ村(ヴォロク郡ホヴアン・スタン XOBaHCKI1品 CTaH)

⑥コブィリャ・ 1レジャ部落(ヴオロク郡スタロヴォロク・スタンのブイゴロド

村の付属部落)

⑦ベーラヤ部落(ヴォロク郡ブイゴロド村の付属部落)

⑧コリャジノ村(修道院周辺の自由村口01¥MOHaCr叫 C悶 51cJlo601¥a) 
ω 

⑨イリインスコエ村(修道院周辺の自由村口01¥MOHaCTb1pCK加山o601¥a)

(15) TaM附， c.226。
(16) TaM lKe， c..59， 117。
(17) TaM lKe， cβ4。
(18) TaM lKe， c..ll0。

(19) TaM lKe， c..28， 30。
(20) TaM混じ ι166。
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官。
⑩ストレティラッコエ村(日O，l¥MOHaCrblpCKaHcJIo6o，l¥a) 

ω) 
⑪ボガラドノエ村(nO，l¥MOHaCrblpCKaH cJIo6o，l¥a) 

ml 

470 

⑫ロクヌィシ=シェスタコヴォ村(ルザ郡ロクヌィシ・スタン λOKHb山 CKH品craH)
ω 

⑬ベーリ村(ルザ、郡スキルマノフ・スタン CK印刷HOBCKHilCraH) 
ω 

⑭マモシノ村(;レザ郡スキノレマノフ・スタン)
世田

⑮ゴロディシチェ村(ルザ郡スキルマノフ・スタン)
伽)

⑮スドニコヴォ村(ルザ郡ユリヱフスコエ村町pbeBCKaHcJIo6o，l¥a内に所在)
ω) 

⑫スモリンスコヱ村(ルザ郡内)
ω 

⑮ブジャロヴォ村(ドミトロフ郡ムシコフ・スタン MyWKOBCKHilCTaH) 
自由

⑬アンギロヴォ村(モスクワ郡ゴレトフ・スタン roperoBCraH) 

⑫オボブロヴ、ォ村(ウラジーミル郡オポリ・スタン OnOsbCKHilCraH) 
ω 

⑫ファウストヴァ・ゴラ村(ズブツオフ郡シェシェム・スタン山eweMCKHilCraH) 
問)

⑫オスタシコヴォ村(OCraWKOBa cJIo6o，l¥aーノレジェフ郡内)
(3~ 

⑫クラスノエ村(スグリツァ郡ホロホリナ・ヴォロスチ)
伽)

が登場しているが，そのほか，-村々で BCeJIexJあるいはブジャロフスカヤ・ヴ、オ
。。

ロスチ(ドミトロフ君日)の村， シェスタコフスカヤ・ヴォロスチ (ルザ郡)の

(21) T aM lKe， C" 690 
(22) 1aM lKe， c.750 
(23) T aM lKe， C" 660 
(24) TaM lKe， C" 113。
(25) TaM lKe， c，，219。
(26) TaM lKe， c" 690 
(27) TaM淑e，c" 1590 
(28) TaM lKe， c" 163。
(29) TaM lKe，ι172。
(30) 1aM lKe， c" 45， 82。
(31) T aM lKe， c.63。

(32) 1aM lKe， c" 119。
(33) TaM lKe， c" 25， 28， 32， 41， 42， 46， 62， 76， 110， 111， 115， 120， 121， 159， 175， 177，211，212，217， 
218，223，226，227，2290 

(34) TaM lKe， c，，220， 223， 224。
(35) TaM lKe， c，，25・27。最初は，購入者として修道土セルゲイが， 2番目には修道士キリルが，

3番目には修道土ヤキムが登場しており， 3番目についてはブジャロフスカヤ・ヴォロス
チに属する村であると思われる。

(36) TaM lKe， c.27。
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2つの持などの表現もみられる。前ニ者では種子用の燕麦が購入され，最後の

場合はシェスタコフスカヤの所領管理人に代金が渡されており，いずれも修道

16世紀後半のロシアにおける修道院の財の購入471 

院領の村である。

そして，修道院領内での購入については，最後のシェスタコフスカヤ・ヴォ

ロスチの例にみられるように，購入物の大部分は，当該地の修道院関係者によっ

て消費されたり，使用された可能性が高い。つまり，各地で購入された財が，

必ずしも当該修道院に運ばれていたわけではない点に注意しなければならな

い。当該修道院は，当時のロシアにおいて最大の所領を有する修道院の一つで

あり，その所領の多くは当該修道院所在地周辺の郡内に立地していたとはいえ，

f
i
t
-
l
i
l
i
-
-
r
f
i
f
t
i
-
-
l
t
r
e
p
t
i
l
i
-
-
L
o
-
-トー
itpep--4 とりわけ村には教会も存在し，所領ロシア各地に分散する所領を持っていた。

ロシア各地に分さらに，当該修道院の場合，管理人も居住していたのである。

その中散する所領はいくつかのグループにまとめられてヴォロスチを形成し，

したがって，修道院の会計

担当者によって支出が把握されていたとしても，実際に購入し，消費していた

人々の中には，当該修道院内ではなく，修道院外で生活している修道士や聖職

心となる村では修道士が所領経営に当たっていた。

者もいたことが忘れられではならないであろう。

そうであるとすれば，次に触れる都市の場合をも含めて，購入先として登場

する地域での消費ということをも考慮しながら，当該修道院による商品の購入

状況を検討することが必要となる。

外

ω市

領

ク
所

ス

院

ム

道

ラ

ω市

修

コ

ワ

該

ロ

ク

当

オ

ス
ヴ

モ

(2) 

① 

② 

(37) T aM )l(e， c" 169。
(38) TaM )l(e， c..28， 30， 34・37，39，41・43，48，49，55，56，59・61，63，66，67，70，71，73・78，82，83，
109・114，116，118，119，122，124-131，162，164，166・168，172，173，180，181，205，208，212，215，
217・21，223-5，227，228。

(39) TaM )l(e， c.28， 30・33，35・36，38，40，41，44，47，49，52，54，56，59，61，62，65，68，72-74，79，80，82，
109，110，112，113，115，116，118，120，122，123，126，127，129， 130， 158・161，164-170，173・178，
205，207-9，211・3，215，217，221・3，227，228。
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TaM )!(e， c.32， 34， 38， 44， 53， 54， 59， 64， 66， 71， 73， 108， 123， 176， 178， 180，207・9，225，2260

TaM )!(e， c..47， 70， 214。

TaM )!(e， c，，29， 31， 40， 45， 1140 
TaM )!(e， c.26， 172，207，226。
TaM )!(e， cω39， 44， 114， 226。
TaM )!(e， c.28。
TaM )!(e， c，，28， 109， 111， 127， 128， 160，2070 
TaM )!(e， C“30，83，129，159，164，168，174，179，209-12，220，223。
TaM )!(e， c.42， 111， 128， 160， 173，207，2100 
TaM )!(e， c.62， 68，119，121，122。
TaM )!(e， c..43， 50， 71， 123， 124， 128， 176。
TaM )!(e， c，，68， 113， 216， 220， 227。

TaM )!(e， c，220。

TaM )!(e， c.231。
TaM )!(e， c.63， 64， 75， 114， 225。
TaM )!(e， c.74， 123， 221， 2270 
TaM )!(e， c.125， 126。
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が登場している。

修道院領外については，都市が中心となっている。 その中には， ヴォロコラ

ムスク市， ミクリノ市， トヴェーリ市， スタリツァ市， ズプツォフ市， モスク

ワ市， モジャイスク市などの当該修道院所在地から比較的近い都市と並んで、，

遠方のノヴゴロド市， ヤロスラヴリ市，ヴヤジマ市，カルーガ市， コロムナ市，

リャザ、ン市， ウラジーミノレ市， カザ、ン市などが登場している。

この中で， ヴォロコラムスク市， モスクワ市， モジャイスク市， トヴェーリ

市，ルジェフ市， スタリツァ市， ウラジーミル市， ドミトロフ市では，当該修

道院の所有する屋敷地が存在していた。 この場合には， 前述のように，当該修

道院への運搬， そこでの消費・使用ではなく，修道院外で生活している修道士

あるいは屋敷番が，現地で購入し，消費・使用していた場合があるや聖職者，

ことを考慮、しなければならない。

なお， ロシアにおける商品流通の状況を把握する上で注目すべき表現は， ト
ω 

ヴェーリ郡での購入の際に使われている「農村の市で 00CeJlbCKI1MIOprOM Jとの
自由

表現や，モスクワ市での購入の際に使われている“BP51tly"という表現であろ
ω 

“ropr"という表現は，免税特許状の中にも度々登場しているもので，先につ。

触れた 1518年 9月 10日付のヨシフ=ヴォロコラムスキ}修道院宛ヴァシー

(57) ヴォロコラムスク市については 1500年3月9日付の特許状 (Aφ3X，Y. 2， M26。この特
許状でヴォロク公ブヨードルが当該修道院に下賜したもので，この屋敷地には，大きな木

造家屋，木造家屋が2棟，穀物倉が2棟，物置，丸太作りの厩，門が2つ，柱のある塀で
閉まれた中庭があった)，モジャイスク市，スタリツァ市，ウラジミール市，ルジェフ市，
トヴェーリ市については 1585年8月28日付の免税特許状 (TaM)l(e， M380。ここでは，滞
在のための屋敷地が存在する都市として挙げられている)を参照。なお，トヴェーリ市に

ついては 1521年12月15日付のワシーリー 3世の下賜状(TaM)l(ei.M86)によって，スタリ
ツァ市については 1534年1月9日付のスタリツァ公アンドレイの下賜状(TaM米鳥山G129)

によって，ドミトロフ市については 1534年 1月28日付のイヴァン 4世の下賜状
(TaM )l(e， .MI32)によって，それぞれ屋敷地が与えられている。モジャイスク市については，
支出帳簿でも，修道院の屋敷地を額で囲むために要した費用が記載されている(80.1明 HHble
Xo.3HfklBeHHble KHHIH XVI B・n pHXo.l¥Hble H paCXo.l¥Hble KHHrH Y1o.CH中口・80no.KonaMCKo.ro.Mo.Haclblp河
70-80-X rr.，口0.1¥pel¥aKUHefi l¥o.KlOpa HCTo.pHYeCKHX HayK A. L MaHbKo.Ba M.・λリ 1980，c..28， 29。

(58) T aM )l(e， c..178。
(59) 1aM附， c.215。また，単に“BPHI¥Y"という表現も見受けられる(TaM附， c.23J)。

(60) ちなみに， Aφ3Xパ.2では，必 25，69， 80， 82， 102， 186に登場している。
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という表現も， 1611/ 

チモフェイの息子フェオドシー・ビピコフの遺言状の

リー3世の免税特許状においても見られる。「専門店街」

カる坊

ω
ム

tv

、ν

で

ご
の

れ

も

〉
の

使

年

で
ロ

中

購入地での頻度2 

買物の頻度と購入物について検討それぞれの場所について，次に，そこで，

まず頻度についてみてみよう。することにしたい。

所領内の村あるいは部落について(1) 

コリャジノ村(2回)， イリイツィノ村(3回)， オスタシコヴォ村 (21回)， 

オトチブィコヴォ村(1回)， クラスノエ村(2回)， アンギロヴォ村(2回)， 

シチェヴォ村(1回)， ストレイリインスコエ村(1回)， ガヴリノ村(1回)， 

ロクヌイシ=シェスタコヴォボガラドノエ村(1回)， ティラッコエ村(1回)， 

スモリンスコエ村(1スドニコヴォ村(1回)， ベーリ村(1回)， 村(1回)， 

(1 ラタシノファウストヴァ・ゴラ村(1回)， ブジャロヴォ村(1回)， 回)， 

ロジオノヴォ部落(1回)， 

と，かっこ内にその頻

オボブ持ロヴォ村(1回)， マモシノ村(1回)， 回)， 

ベーラヤ部落(1回)コブィリャ・1レジャ部落(1回)， 

l 回~3 回しか登場していなオスタシコヴォ村を除くと，度を示したように，

1~3 回のものについては，購入地あるいは購入地近くに所在する当該修

道院の出先機関で消費あるいは使用されたものと思われる。

オスタシコヴォ村の占める位置は，他の購入地とは全く異なった意味を持つ

しh。

ていたと思われる。オスタシコヴォ村の場合， 1500年3月7日付の下賜状で村

その際，領の半分がヨシフニヴォロコラムスキー修道院に寄進されているが，

しかも大公

の漁場を除いて，湖内の好きなところで魚を捕ることが認められている。

民がセリゲ、ノレ湖で大型魚網2つ，漁具5個を使って魚を獲ること，

にも

(61) r私は，モスクワ市の鍋物専門庖街に居住する商人ガヴリーJレの息子イヴァン・スヴエ
ルチコフに 221レーブリ与えるJ(TaM )I(e， ，M429)。

(62) TaM )I(e，八~250 1515年2月17日付の特許状では，大きな魚網2っと漁具5個に加えて，
魚網5つが使用できるものとして挙げられている (T制球e.λ&63)。なお， 1557年4月2日
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かかわらず，後述するように，オスタシコヴォ村で魚類の購入が，このように，

頻繁に行われているのである。特別な出先機関があったとも思われないことを

考慮すると，この点に注意することが必要と思われる。

(2) 所領外の購入先について

購入回数は，コロムナ市，ウラジーミノレ市，カザン市，ゴロデシチェ村，オ

ヌフリー湖で1回，スタリツァ市で3回， トノレジョーク市，ルジェフ市，イゾ

シマ修道院で4回， ミクリノ市，ズブツォフ市，カルーガ市で5回， リャザン

市，ヴ、ヤジマ市，ノヴゴロド市で6回，ヤロスラヴリ市で7回，モジャイスク

市で 13回，トヴェーリ市で21回，モスクワ市で75回，ヴォロコラムスク市で
制)

97回となっている。
ω 

このように，ヴォロコラムスク市とモスクワ市の 2つの都市での購入が群を

抜いて多く，続いて， トヴェーリ市，モジャイスク市，ヤロスラヴリ市となっ

ている。

頻度の少ない購入地については，そこでの購入物が何であったのかを見てみ

るなど，違った角度からの検討が必要であろうが，前述のように，屋敷地があっ

たヴォロコラムスク市，モスクワ市，モジャイスク市， トヴェーリ市，ルジェ

フ市，スタリツァ市，ウラジーミノレ市では，購入物の一部は，購入先に所在す

付のセリゲル湖での漁労に関する記録からの抜粋によると，ルジェフ郡クリチェンスカ

ヤ・ヴォロスチの農民， リシチェンスカヤ・ヴォロスチの農民，オスタシコヴォ村の半分

の府主教領の農民，オスタシコヴォ村のもう一つの半分であるヨシフーヴォロコラムス

キー修道院領の農民，シモノフ修道院領であるロシコフ村の農民，オブローク村であるル

ジノ村の農民たちはセリゲlレ湖で年中，自分のために，好きな漁場で漁をすることが認め

られていた。ただ，毎年，春，秋，冬の漁の代償として一定量の魚あるいはそれに代えて

貨幣を大公に納めなければならなかった(TaMlKe，八6268)0
(63) 帳簿への記載が毎日行われているとは考えにくしまとめて記載されている可能性が

高いことを考慮すると，回数の基準をどう設定すればよいのかという問題が生じるが，本

稿では，同日に記載されているときは l回と数えることにする。

(64) モスクワ市の場合，修道院の屋敷が存在しており，そこに他の所から運ばれている場合

もあり，帳簿に記載されているからといって，モスクワ市で購入された財とは限らない。

従って，モスクワ市関係の財については，搬入されたことが明らかな場合には，購入回数

から除いてある。
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る修道院の出先機関によって消費あるいは使用された可能性が高いと思われ

る。特に， ウラジーミノレ市，スタリツァ市，ルジェフ市の場合には，全ての購

入物が屋敷地内での消費あるいは使用を目的とするものであった可能性が高い。

購入地として，当該修道院内での消費または使用を目的とした購入という点

で，恒常的なつながりを持っていた可能性が高いのは， ヴ、オロコラムスク市，

モスクワ市， トヴェーリ市， モジャイスク市であろう。いずれも，当該修道院

の屋敷地が存在する都市であるが，免税特許状によってこの状況を補足してみ

次のような点を指摘できる。ると，

第一に， トヴェーリ市とモジャイスク市には， 前述のように，当該修道院の

屋敷地が存在していたが， その屋敷番が都市で商品取引を行う場合には，商業

を営む人々に対すると同様に，彼らからも関税が徴収されたということ，第二

に，当該修道院の修道士と使用人が売却のためにではなく，修道院の需要のた

めに，穀物，塩，魚，ニシン，バター，酸を含まない蜂蜜，荒仕上げ及び未染

色のラシャ，羊の毛皮，古着などを都市で購入する場合には，免税とされてい

たことである。

人物については， モジャイスク市の人キリノレが4回， モジャイスク市の人オ

リムピー，モジャイスク市の人イヴアン，モスクワ市のマクシム・エリザロフ・

シャポチニコフが3回， モジャイスク市の人コンスタンチンと同じくモジャイ

スク市の人キリルが2回で，残りの人物はすべて一度登場しているだけであZ。
複数回登場している人物は，モスクワ市でのマクシムを除いて，いずれもモジャ

イスク市の人 MOlKaw.Jとなっている。

3. 各地での購入物

(1) 2回以上の購入回数がある地域(購入回数が3回以上の購入物を中心に

挙げてみる)， 

(65) TaM lKe，λ&380。
(66) ヴォロコラムスク市のパン焼き職人が2回モジャイスクの人」という表現が6回登

場しているが，具体的な名前は示されておらず，同一人物とは限らないので，除いている。
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① ヴォロコラムスク市

麻布 (21回)，皮革 (20回)，白パン (20回)，脂肪 (12回)，手袋 (10回)， 

雄羊の毛皮(9回)，ロシア革(9回)，糊(7回)，羊の毛皮(6回)，な

めし革(5回)，ラシャ(5回)，キッド毛皮(5回)，皮革の切れ端(4回)， 

釘(4回)，靴底(4回)，革ひも(3回)，簡(3回)，キャベツ(3回)， 

子牛の肉(3回)

ヴォロコラムスク市では，麻布，皮革類が目立っているが，釘や糊とと

もに，白パン，野菜，肉などの食料品も購入されている。

② モスクワ市

チョウザメとチョウザメの肉(16回)，ベルーガとベルーガの肉(13回)， 

紙(13回)，胡根(12回)，鉄 (11回)，サフラン (10回)，蜂蜜(10回)， 

糸(10回)，聖像(10回)，油類(9回)，スプーン(8回)，香に使われる

香ばしい樹脂(7回)，手織色木綿(7回)，金(7回)，乾燥した丁字の奮

( 6回)，香(6回)，大皿(6回)，サケとサケの肉(5回)，糊(5回)， 

窓枠(5回)，ベルト(4回)，鐙(4回)，イクラ(4回)，ショウガ(4 

回)，脱穀したキビ(4回)，干草(4回)，良質鋼(3回)，ニシン(3回)， 

塩(3回)，雄羊の毛皮(3回)，アンモニア水(3回)，土鍋(3回)，釜

( 3回)，くつわ(3回)，そり(3回)，水差し(3回)，肉(3回)など。

モスクワ市では，量的に多いだけではなしその種類も多様であるが，

香辛料の購入が目立つている。

③ トヴ、エーリ市

石鹸(9回)，釘(8回)，油類(7回)，簡(5回)，大皿(4回)，スプー

ン(4回)，干草(4回)，皮革(3回)，薪(3回)等で 3回以上という

商品は多くない。しかし，その他のもので，塩の購入量及び額が572..5プー

ドで10180ジェーニガと，目立つている。

④ オスタシコヴォ村

魚類が中心で，鮮魚，魚と一般的な表現が多いが，具体的なものとしては，

スズキ(10回)，カワカマス(8回)，キュウリウオ(6回)，カワスズキ(5 

OLIVE 香川大学学術情報リポジトリ



-118 香川大学経済論叢 478 

回)，ニシン(3回)等が購入されている。

⑤ モジャイスク市

靴底あるいは靴底用の皮革(5回)，麻実油(4回)，ラシャ(4回)，糸(3 

回)，皮革(3回)，ロシア革(3回)などで，モジャイスク市では，皮革

類の購入が目立つている。

⑥ ヤロスラヴリ市

手押し車(6回)，チョウザ、メ Crepfl5l.llb( 5回)，チョウザメ ocelp(4回)， 

コクチマス(4回)などで，手押し車は魚、の運搬に使用されたものであろ

う。ここでも魚類の購入が目的であったと思われる。

⑦ ヴャジマ市

靭皮(6回)，そり(4回)についで，蜂蜜(2回)，首輪枕(2回)といっ

たところである。蜂蜜はそれぞれ4900ジェーニガ， 10000ジェーニガと比

較的購入額は大きい。

⑧ ノヴゴロド市

ウスリーシロザケとウスリーシロザケの身 (6回)が多い方で，サケとサ

ケの身(3回)，紡糸(2回)，塩(2回)と続くが 1回のニシン，イク

ラを含めた魚類が中心となっている。塩については，額としては低い。

⑨ リャザン市

チョウザメの4回が最も多く，その他のものもブリーム，自身魚，単なる

魚と，購入されているのはほとんど魚類である。

⑩ ズブツオフ市

ここでは，複数回購入されているのはニシンだけで，綱，蜂蜜，石鹸，薄

板は一度購入されているが，その中で目立っているのは，蜂蜜91..25プー

ド (10900ジェーニガ)である。

⑪ カノレーガ市

蜂蜜(4回)，柄杓(4回)，ロシア革(3回)，干草(3回)が3回以上の

もので，麻，厚手のごわごわした織物，靴底，羊の毛皮，皮革，ケシ等が

2回購入されている。金額としては，蜂蜜が高額となっているが，種類と
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しては皮革関係が多い。

ミクリノ市⑫ 

たまご，白樺チーズ，ラシャ，手織り麻布，ねぎの3回のみが複数回で，

の樹脂が一度に購入されている。

ルジェフ市⑬ 

ニシンが購入されてい手織りの色木綿が2回で，残りは履物，麻布，魚，

る。繊維関係と魚類が中心である。

トルジョーク市⑬ 

その他ではきのこの購入がテーブlレクロスが3回，麻布とねぎが2回で，

見られる。

イゾシマ修道院⑮ 

ここでは，松材，ハリモミ材などの材木が購入されている。

スタリツァ市

ボトビヴイニヤ，キュウリ，大根，白パン，子豚，飼料(燕麦と干し草)， 

靭皮で，食料品が中心となっている。

イリイツィノ村⑫ 

i

l

i

-

-
⑮ 

雌牛と菜園用の種子が購入されている。

オトチシチェヴォ村⑬ 

雌牛と卵が購入されている。

コリャジノ村⑮ 

チョウザメと去勢馬が購入されている。

アンギロヴォ村⑩ 

にわとりと干しぶどうが購入されている。

カワカマススズキ，イクラ，

クラスノエ村

ウスリーシロザ、ケの肉，

と，魚類、が購入されている。

ウスリーシロザケ，

⑫ 

ウスリーシロザケを除いた残りのものについては，オスタシコヴォ村の人ウスチンか(67) 

OLIVE 香川大学学術情報リポジトリ



-120- 香川大学経済論叢 480 

(2) 1回だけ購入先として登場している所

① ラタシノ
ω 

ノてター

(荒蕪地)

② ガヴリノ村

羊

③ コヴィリヤ・ルジャ部落

馬と雌牛

④ イリインスコエ村

手織り麻布

⑤ ストレティラッコエ村

テーブルクロス用の手織り麻布

⑥ ボガラドノエ村

数珠

⑦ ロクヌィシニシェスタコヴォ村

繁殖用豚

⑧ ベーリ村

ここでは，蜂蜜の購入が目的で， それを運ぶために荷車，燕麦，干草，綱

も購入されたものと思われる。

⑨ マモシノ村

若い雌牛

⑩ ゴロディシチェ村

ノTター

⑪ スドニコヴォ村

小屋用の枠組み

ら購入している(BoI4HHHbleX03目白CTBeHHbleKHHrH XVI B. npHXOIlHble H paCXOIlHble KHHrH 

YlOCH中o-BonOKo.naMCKOf'OMOHaClblp只70司80・Xfr.， nOIl pellaKuHei¥ IlOKTOpa HCTOpH4eCKHX HayK A. 
r. MaHbKOBa M.・九， 1980， c.220， 223， 224)。

(68) 量的には， 18プードと 9プードである (TaMlKe， c.226)。
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⑫ スモリンスコエ村

麻布

⑬ ブジャロヴ、ォ村

鮮魚

⑭ オボブロヴォ村

馬衣用のラシャ

⑮ ファウストヴァ・ゴラ村

薄板

⑮ ベーラヤ部落

蜂蜜と干し草自由

⑫ コロムナ市 。。
チョウザメ，ブリーム，コクチマス

⑮ ウラジーミル市

チョウザメ

⑮ カザ、ン市

冬の魚

⑫ オヌフリー湖

魚

となっている。

このうち，カザン市については， 1588年2月11日付の免税特許状によると，

当該修道院には，ヴ、オルガ川を船で下ってカザン市に赴き，そこで修道院の需

要のため毎年4000尾を無税で購入することが特許状によって認められていた

という。この年，彼らは，以前と同様にオブロークなしで無税で，ヴォJレガ川

でこの4000尾の魚を夏と秋に自分たちの漁具で捕獲することを認めてもらう

ことを願い出て，認められている。その結果，この 4000尾の魚については，カ

ザン市とニージニー・ノヴゴロド市では，いかなる関税も徴収されないことに

(69) 蜂蜜の購入が目的で，干草は運搬用の馬の飼料である (TaM問， c，110)，。
(70) コロムナ市とリャザン市で購入されたものが一括して記載されている(TaM lKe， c.28)。
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なった。ただ，これ以上捕獲して運び出す場合には，超過した分からカザン市

とニージニー・ノヴゴロド市で他の都市におけると同様に，関税が徴収される

こととされた。捕獲できるものとして挙げられているのは 4000尾の魚，魚腰(魚

の浮き袋から作る宝石の接着剤)，チョウザメの背骨，魚のイクラであ2。

III 個人からの購入物

次に，個人からの購入物を見てみよう。

(1) 当該修道院所領内出身が明確な人物については，

① イリイツィノ村(ヴォロク郡)の農民イヴァン・ペケットから

1プード 16グリヴョンカのバターを購入している (14アルトゥイン 2
仰)

ジェーニガ)。

② トロフィモヴァ部落(ヴォロク郡のイリイツインスカヤ・ヴォロスチ)の

ミーチャから
仰)

2..5オシムナのネギを購入している (025ループリ)。

③ ストレティラッコエ村の農民グリーシャから

蜂蜜2プード購入している (40アルトゥイン)。

④ ロジオノヴォ部落(ヴ、オロク郡シェストリン・スタン)のレヴ?オンコから

荷車 1台分の石炭を購入している(6アルトゥイン?。

⑤ ノヴリャンスカヤ・ヴォロスチ(ノレザ郡)の農民オシプカ(レオンティー

の息子)から
(湖

0..5プードのバターを購入している (55アルトゥイン)。

(71) Aφ3X， 4，. 2，λG383。
(72) BOT叩 HHble X03Hi1crseHHble KHHrH XVI s" n pHXO!lHble H paCXO!lHble KHHrH YlOCH中0-

BonOKO.naMCKoro MOHaCTblp51 70-80-x [T" nO!l pe!laKUHei1且OKTopa HC'TOpH4eCKHX HayK A. L 

MaHbKOsa M.・凡， 1980， c.53。

(73) 'T aM lKe， C" 113。

(74) 'TaM lKe， cA1。

(75) 'T aM lKe， c.77。
(76) TaM lKe， c，.63。
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⑥ リトヴィノヴォ村の農民ソフランから

3回，バターをそれぞれ200ジェーニガ分， 120ジェーニガ分， 150ジェ-
(17) 

ニガ分購入している。

⑦ トゥーロヴォ村(トヴェーリ郡)の農民フヨードル・キレヱフから

1プードに 2グリヴョンカ足りないバターを購入している(8アルトウ
。同

イン)。

⑧ オスタシコヴォ村(ノレジェフ郡)の人クジマ(オリフエルの息子)から

荷車2台分の鮮魚(カワカマス，スズキ，ブリーム) c7 Jレーブリ)7し
たキュウリウオ 13こも(5 Jレーブリ 92ジェーニガ)を購入している。

⑨ オスタシコヴォ村(ルジェフ郡)の人ウスチンから

彼は 1575年12月20日と 1581年12月の 2回登場しているが，前者では荷

車 1台分のキュウリウオ (300ジェーニガ)を，後者では 2..5樽のイクラ

(600ジェーニガ)， 10樽分のウスリーシロザケの肉 (5300ジェーニガ)， 

5樽分のスズキと 5樽分のカワカマス (3300ジェーニガ)を，それぞれ購
(糊

入している。

⑩ モスクワ市でオスタシコヴォ村の人ペト Jレーシャ・ヤキモフから ω 

ベルーガの肉を 5樽と crepe)l}IHaを2樽購入している (2700ジェーニガ)。

⑪ オスタシコヴォ村の人から

鮮魚を購入している(100ジェーニガ)。

⑫ コイダノフスコエ村の農民イストムカ(ヴアシーリーの息子)から ω 

1プード 8グリヴョンカのバターを購入している (125アルトゥイン)。

⑬ コイダノフスコエ村の農民プローニャ(レヴオンティーの息子)から

(77) TaM lKe， c.169， 175。
(78)1 aM lKe， c.530 
(79) TaM米e，c..730 
(80) TaM lKe， c，. 117， 223， 224。

(81) TaM lKe， c.215。
(82) TaM涼e，c.221。
(83) T制服， c.70。 コイダノフスコエ村については，所在する郡名も，当該修道院領であ

るのかどうかも，不明であるが，村名が付されていること，また売り手が農民であること

を考慮して，当該修道院領の中に含めておきたい。
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16..25プードのバターを購入している日363ジェーニガザ。

このように，所領内の人物からの購入は，オスタシコヴォ村の人物を除くと，

回数も少なく，購入物も食料品関係が多い。

オスタシコヴォ村の場合は，前述のように，セリゲル湖での漁労が主な産業

であったため，オスタシコヴォ村の住民からの購入物は魚類であったが，頻繁

に購入されている理由は何なのか，が問われることになるであろう。また，モ

スクワ市でオスタシコヴォ村の住民が魚、を取り扱っている意味を考える必要が

あると思われる。

購入物に注目した場合には，オスタシコヴォ村の住民からの魚類の購入を除

くと，バターが購入されている頻度が高い点が特徴的であろう。

(2) 所領内については

① ストレティラッコエ村でセレダから

テーフツレクロス用の手織り麻布を購入している (ω ジェーニよ

② ボガラドノエ村でヨシフから

数珠を購入している (24ジェーニよ

③ クラスノエ村でトレシカ・シヴコフから

ウスリーシロザケを 4樽購入している(1920ジェーニガ?。

④ コブィリエ・ノレジ、ャ部落で農民イヴ、アンコ・ソズノフから

馬と牛を購入している (200ジェ一二兆

所領内でも，回数は多くない。特徴としては，先に触れたボガラドノエ村で

の数珠の購入を考慮するとき，ここでも個人からの数珠の購入であろう。また，

(84) T aM )l(e， C刷121。

(85) TaM )l(e， c.69。
(86) TaM )l(e， c..75。
(87) TaM )l(e， c.220。
(88) TaM )l(e， c.64。
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手織り麻布の購入という点からは，農村での手工業の展開を想起させる。

(3) 当該修道院所領外の人物については，

① モスクワ市でヤロスラヴリ市の人ドブノレイニャから

甘塩のチョウザメを 100尾 (4800ジェーニガ)と 55尾 (3300ジェーニガ)

購入している。

② モスクワ市の専門庖街でヤロスラヴリ市の人ロジオンから
側

ベルーガの肉を 2樽購入している (900ジェーニガ)。

③ モスクワ市の人ボージェンから

416..75プードの蜂蜜を購入している(1675ジェーニガ)。

④ ズブツオフ市のサヴァ・ヴオルルィギン(イヴアンの息子)とコニャシャ

(フヨードルの息子)から
骨骨

39プードの蜂蜜を購入している (19ド5Jレーブリ)。

⑤ ポゴレロヱ市 (noropeJloerOpO)lH山e、noca)l3y6uoBcKoro ye3)la)のフヨード

lレ・オボトゥロフ(サヴァの息子)から
(93) 

28プードの蜂蜜を購入している(14ループリ)。

⑥ モジャイスク市の人キリルから

35プードの蜜蝋の分離されていない蜂蜜と 5..75プードの純粋の蜂蜜(計

21 )レーブリ 11アルトゥイン2ジェーニガ)・ 17枚のなめし革 (25..5アル

トゥイン)， 20アルシンの黒色ラシャと 18アルシンの灰色のラシャ (32ア

ルトゥイン)・ 50アルシンの白色ラシャ(1ループやり)， 13..75プードの蜂

蜜を購入している。

⑦ モジャイスク市の人イヴアン(ドミトリーの息子)から

67..75プードの蜂蜜 (33Jレーブリ 175ジェーニガ)， (20+ 1/3)プードの蜂

(89) TaM lKe， c.174。
(90) TaM米e，c..215。
(91) TaM lKe， c.2250 

(92) TaM lKe， c.115。

(93) TaM淑e，c1l2。

(94) TaM lKe， c..55， 770 
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蜜 (10Jレーブリ 10ジェーニガ)， (101+2/3)プードの蜂蜜 (49Jレーブリ
印刷

37ジェーニガ)を購入している。

⑧ モジャイク市の人オリムピー(と仲間)から

46ゎ75プードの蜂蜜 (23..25ループリ)， 13アルシンの赤いラシャ (10アル

トゥイン)， (100+1/3)プードの蜂蜜 (50ループリ 5“5アルトゥイン)を
曲目

購入している。

⑨ モジャイスク市のコンスタンチン(イワンの息子)から

59プードの蜂蜜 (295 Jレーブリ)， 102..5プードの蜂蜜 (51ルーブリ 8ア
相円

ルトゥイン2ジェーニガ)を購入している。

⑩ モジャイスク市の人ザハノレとアンドレイ(兄弟)から

144プードの蜂蜜 (57.5ア川ゥイン1グリヴナ)を購入していZ。
⑪ モジャイスク市の人から

ラシャ 6枚(灰色のラシャ 4枚と黒色のラシャ 2枚で99アルシン)( 3ルー

プリ 21アルトゥイン)と灰青色のラシャ18アノレシン (23アルトゥイン)， 

13枚のラシャ (7Jレーブリ)と 15枚のなめし革(17アルトゥイン3ジェー

ニガ)， 31枚の靴底用のロシア革(4ループリ 192ジェーニガ)と 13..75

プードの蜂蜜 (7.75Jレーブリ)をそれぞれ購入していg。
⑫ ノヴゴロド市の人アンドレイから

3樽のウスリーシロザケ (75ループリ)を購入してよ宮。

⑬ トノレジョーク市のイヴァン・チェチュヒンから

3コシャークの石鹸 (40アルトゥイン1グリヴナ)を購入してよ2。
⑭ トノレジョーク市の人から

(95) 1aM )!(e， c.57， 74， 1190 
(96) 1aM )!(e， c.72， 74， 112。最後の記載では rオリムピーと仲間たち」という表現がされて
いる。

(97) TaM )!(e，ι74， 119。
(98) TaM )!(e， c.76。

(99) TaM淑e，c..37， 39， 40。
(100) TaM )!(e， c，173。

(101) 1aM )!(e， c，.165・166。
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土鍋と雄羊の毛皮を2枚 (60ジェーニガ)と手袋を 10組 (38ジェーニガ)

それぞれ購入している。

⑮ ミクリノ市の人から

13..5チェトヴェルチのネギ(2 1レーブリ 5ジェーニガ)と 1475個のリンゴ

(12アノレトウイン)を，それぞれ購入してよ2。
⑮ カルーガ市の人イリヤから

大皿51枚と柄杓46本を購入している (320ジェーニ抗

⑪ カルーガ市の人ドミトリーから

174プードの蜂蜜を購入している(163800ジェーニガ)。

所領外の人物では，モジャイスク市の人が登場する頻度が比較的多いことが

分かる。購入物は，ラシャ，なめし革，ロシア革，蜂蜜であり，しかも購入量

が多い。前述のように，モジャイスク市での購入頻度も多く，複数回登場して

いる人物についても，モジャイスク市の人がほとんどである。そういう意味で，

モジャイスク市の商品流通上の意義を検討することが必要であろう。

次に多いのがヤロスラヴリ市， トルジョーク市，カルーガ市の人である。ヤ

ロスラヴリ市の人の場合は魚類を，モジャイスク市の人の場合は蜂蜜を，それ

ぞれ扱っており， トノレジョーク市の人の場合は，一様で許はない。

(4)所領外で，名前あるいは職業のみが挙げられている場合として

① ヴォロコラムスク市でピャトニツァから

バターを 9プード購入している (6000ジェーニガ)。

② ヴォロコラムスク市でイワンから
(107) 

1樽のニシンを購入している (350ジェーニガ)。

(102) TaM lKe， c.221o 
(103) TaM lKe， c.43。
(104) TaM lKe， c..40。

(105) TaM lKe， c..225。

(106) TaM lKe， cゅ66。

(107) TaM lKe， c.112。
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③ ヴbオロコラムスク市でパン焼き職人から

大公の訪問に備えて白パン2チェーチ(2グリヴナ)，白パン 1チェトヴエ

ルチ(5アルトゥイン)購入している。前者のパン焼き職人と後者のパン

焼き職人が同一人物であるかどうかは，不明でトある。

④ モスクワ市でデミドの息子セメンから

胡椴， しょうが，乾燥したチョウジの曹を購入している (600ジェーニガ)。

⑤ モスクワ市でマクシム・エリザロフ・シャポチニコフから

3回，蜂蜜を購入している。その量あるいは支払額は， 2000ジェーニガ，

413プード (4000ジェーニガ)， 1170..25プード (31900ジェーニガ)となっ

ている。

⑥ モスクワ市でアンドレイ (パンフィリーの息子)から

チョウザメを 100尾購入している (4400ジェーニガ)。

⑦ モスクワ市でイエフ・ミジノフから

蜂蜜を 33プード購入している (3000ジェーニガ)。

と同この場合は，ヴォロコラムスク市あるいはモスクワ市での購入の場合，

時に，次の名前のみが挙げられている場合とも併せて考えるべきであろう。

(5) 名前のみが挙げられている場合として

① シェミャーカから

5羽のガチョウを購入している ( 9アルトゥイン)。

② グリーシャ (ペルシャの息子)から

8羽のガチョウを購入している

(108) TaM lKe， c.41， 670 
(109) TaM lKe， c..33。
(110) TaM lKe， c..56， 73， 122。
(111) TaM lKe， c.174。
(112) TaM lKe， c.222。
(113) TaM lKe， c..62。

(114) TaM lKe 

(114) 

(12アルトゥイン)。
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③ マクシモブの従僕セメンから

400プードの蜂蜜を購入している (4000ジェーニ刻。

④ マクシムの息子イヴアンから
(116) 

478..75プードの蜂蜜を購入している (159..5lレーブリ。

⑤ マクシムの息子ボージェンとセメンから
(117) 

蜂蜜を購入している (4000ジェーニガ。

⑥ セメン・クリヴオフヴォストから

0..5プードのバターを購入している (39ジ、エーニ抗

⑦ スチェノTンコから
(119) 

雌牛を購入している (05 lレーブリ。

⑧ ドミトリー・ボシコブから

9L5プードの塩を購入している (2287ジェーニ(ガ120)) 

⑨ フヨードノレ・テリャシンから

28本の丸太を購入している(6アルトゥイン 2ジェーニ札

⑩ ピョートル・モロゾフの従僕問JIOBeKイヴァン・ショノレディヴィーから

丸太を購入している(3 lレーブリ)。

⑪ Yレカの息子アレクセイから

柄杓用の木材を購入している (05)レーブ(凡

⑫ マルガから

150個の大中の鉢と 30個の小鉢を購入している (20ア川ゥィ味。

(115) T3M lKe， C巾225。

(116) T3M lKe， C. 179。

(117) T3M lKe. ここに登場しているボージェンは，前述のモスクワ市の人ボージェンと同一
人物なのであろうか。購入物は蜂蜜という点で同ーではあるのだが，断言はできない。
(118) T3M lKe， c..226。

(119) T3M lKe， c，64。

(120) T3M lKe， c.231。

(121) T3M lKe， c..57o 
(122) T3M lKe， c. 77 -78。

(123) T3M lKe， c..176。
(124) T3M lKe， cJ5。
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⑬ セメン・ストゥピシンから

小鉢を購入している(3 lレーブリ)。

⑭ ジェガルから

スプーンを 100個購入している (50ジェーニガ)。

⑮ シェヴリーガから

350枚の金箔を購入している(120ジェーニガ)。

⑮ ヴ、ォリチェムとメンシクから
(128) 

荷車2台分の石炭を購入している(8アルトゥイン 4ジェーニガ)。

(6) 職業と名前あるいは職業のみが挙げられている場合として

① テーブルクロス織工のデニスから

テープ、ルクロスを購入している(8アルトゥイン)。

② ろうそく製造人のパーヴェノレから

3枚のラシャを購入している(2ループリ 2グリヴナ)。

③鞍師Ce，lleJIbHI1Kのイストマから

皮革の切れ端を購入している(12ジェーニガ)。

④製革工から
(133) 

新しい皮革と古い皮革を併せて 20枚購入している (80ジェーニガ)。

⑤手工業者ガヴリルから

大皿3枚と釜を購入している (240ジェーニガ)。

⑥手工業者 MaCIepから

(125) TaM )!(e， c..53。
(126) TaM )!(e， c.211o 
(127) TaM淑e，c.228。
(128) TaM )!(e，ι76。

490 

(129)手工業者については，すでに触れたように，注文による購入が多くみられ，本来これら

についてもすべて挙げるべきであろうが，本稿では部分的なものにとどめた。

(130) TaM )!(e， c.29。
(131) TaM )!(e，じ34。
(132) TaM )!(e， c..181。
(133) TaM淑e，c..216。
(134) T aM )!(e， c..232。
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もう 1例ではシュー一つは外套を 16着 (29アルトゥイン 2ジェーニガ)， 

それぞれ購入している。パを 2着 (20ジェーニガ)， 

このような手工業者からの購入という事例がいくつか見うけられるが，事例

として挙げなかったものも含めて考えた場合，当時のロシア社会において手工

業が広範に展開していたことを推測できると思われる。

全体として，個人名の記載という点に注目した場合，特定の個人からの購入

人名が記載されている可能性であり，恒常的に彼らから購入されていたため，

もあったであろう。

購入の目的IV 

どのような目的で前述のような財を購入しているのだでは，当該修道院は，

ろうか。購入の目的が明記されている場合を挙げてみると，

めたの
'
柄
引
H
T
 

建ふ43ν るあ地敷屋の院道
紛
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叩
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修

α雌
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附
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めたの士紛
ン
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町
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ω
コ

選
一
け
パ
。
一
。
ノ

修

白

チ

キ

② 

(135) TaM lKe， c，，29， 221。

(136) TaM lKe， c.64。イリイツィノ村とオトシチェヴォ村で購入されている。

(137) TaM lKe， c.119。フォウストヴァ・ゴラ村で購入されている。

(138) TaM悶パ.215。ノーヴォエ村の穀物倉用に購入。

(139) TaM lKe， c， 72， 78，109，125，180。 そのうち 4回はヴォロコラムスク市で購入されてお

り，金額としては20アルトゥイン (120ジェーニガ)が3回， 0，，5)レーブリ(100ジェー

ニガ)が2固となっている。
(140) TaM町， c..260 0，，5)レーブリ(100ジェーニガ)分購入。

(141) TaM lKe， c..320 4アルトゥイン (24ジェーニガ)分購入。
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チョウザ、メとベルーガの肉
(143) 

ljjs 

③修道院のために
(14γ 4や) 

たま」
(145) 

キャベツ

牛肉

羊

ネギ、の種子

④修道院の需要のために

蜂蜜
(150) 

フシャ
(151) 

キャベツ

麻実油

鮮(1魚53) 

(154) 

けし

(142) T制限， c.118。いずれもモスクワ市で購入されており，購入額は前者が4ルーブリ l

グリヴナ (820ジェーニガ。従って尾につき 82ジェーニガ)，後者が2ルーブリ (400

ジェーニガ。従つ‘て切れにつき 8ジェーニガ)であった。
(143) T制服パ，230。購入額は 200ジェーニガ。

(144) TaM lKe， c" 38，39。 購入額は，それぞれ9アルトゥイン3ジェーニガ(57ジェーニガ)，
1ルーブリ (200ジェーニガ)， 2グリヴナ (40ジェーニガ)であった。

(145) TaM lKe， c.42。購入額は 40ジェーニガで，ヴォロコラムスクク市で購入されている。
(146) TaM lKe， c.630購入額は 14アルトゥイン2ジェーニガ (86ジェーニガ)であった。
(147) TaM lKe， c， 1170 10頭の羊が1ループリ(1頭に付き 20ジェーニガ)で，ガヴリノ村で

購入されている。

(148) TaM悶， c， 163。購入額は 12アルトゥインであった。
(149) TaM lKe， c.30， 225。前者の場合，同時にラシャも購入されており，購入額は 1001レーブp
リで，蜂蜜は 50プードであった。購入場所はモジャイスク市。後者の場合は， 260 5プー

ド (23250ジェーニガ)をカlレーガ市で購入している。

(150) TaM lKe， c.30， 164。前者については，注 149参照。後者については， 110枚のラシャが
90ルーブリ分，モジャイスク市で購入されている。

(151) TaM町， c.. 1110 2，25ループリ分，ヴォロコラムスク市で購入されている。
(152) TaM lKe， c.225。 カルーガ市で1樽 (710ジェーニガ)購入。
(153) TaM lKe， c，，223。オスタシコヴォ村で， 5138ジェーニガ分購入。
(154) TaM lKe，ι225。 カルーガ市でチェトヴェJレチ (132ジェーニガ分)購入。
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⑤ 

馬の飼料として

この場合，単に飼料と表現されたり，干し草，燕麦，草と表現されたりし

ている。

⑦ 

厩の必要品として

鐙，紡糸，革ひもなど

轡，留め金，羊のなめし皮，牛のなめし皮，釘

⑧ 

(155) TaM lKe， c，，670 これは，モスクワ市に出かける修道院長のためのもので，白パン 1チェ

トヴ、エルチ (5アルトゥイン)をヴォロコラムスク市で購入し，他に塩用に 40ルーブリ

と食費として 20)レーブリを用意している。

(156) TaM lKe， c.129， 130。前者ではモスクワ市において 51ジェーニガで，後者ではヴォロコ

ラムスク市において 20ジェーニガで購入。

(157) TaM lKe， c.. 223，224。それぞれ22ジェーニガ， 34ジェーニガで購入。

(158) TaM lKe， c..1780 12ジェーニガで購入。

(159) TaM lKe， c.2120 192ジェーニガ分をヴォロコラムスク市で購入。

(160) TaM lKe， c，2090 20ジェーニガ支払って， トヴエーリで作らせたものである。

(161) TaM町， c. 1090 20アルトゥイン分をモスクワ市で購入している。

(162) TaM肘 ..2グリヴナ分をモスクワ市で購入している。

(163) TaM lKe， c.43-44， 47， 54， 71，110，111，114，166，2160 9つの事例のうち 1つを除い

て，いずれも移動途中の， トヴェーリ市，ヴヤジマ市，スタリツァ市，ヤロスラヴ、リ市，

トルジョーク市，ベーリ村(これは修道院領での)，あるいは修道院長が大公を迎えるた

めにミクリノ市に出かけた際，あるいはモスクワ市での購入である。

(164) TaM lKe， c.33。その他，厩に必要な予備のものを含めて 400ジェーニガで，モスクワ市

で購入。

(165) TaM lKe， c" 164。モジャイスク市で， 2ループリ 2ジェーニガ分購入されている。
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⑫ 

自身魚とチョウザメ

(166) T aM )f(e， c， 77 0 2アルトゥインで購入されている。

(167) TaM )f(e， c.1230 1樽分が20アルトゥインで， トヴェーリ市で購入されている。

(168) TaM )f(e， c.28。モスクワ市にある修道院の菜園用に， 7アルトゥイン 2ジェーニガ分

購入されている。

(169) TaM )f(e， c.207・8。モスクワ市で3個購入している (300ジェーニガ)。

(170) TaM)f(e，c，118。モスクワ市で 120枚購入している (14000ジェーニガ)。

(171) TaM )f(e， cAO， 110。前者ではズブツォフ市で9L25プード (54.5ループリ)，モジャ
イスク市の人から 13..75プード(7751レーブリ)購入，後者では， 107..5プード (54ルー

プリ 4アルトゥイン)をベーラヤで購入している。

(172) TaM )f(e， c.41。 ヴォロコラムスク市でパン焼き職人から 2チェーチ購入している

( 2グリヴナ)。
(173) TaM )f(e， c，.216，224。前者では300ジェーニガ分，後者では 68ジェーニガ分購入して

いる。

(174) TaM )f(e， cι20 7樽分(7ループリ 30アルトゥイン)をオスタシコヴォ村で購入し，

ズブツォフ市に運んでいる。

(175) TaM )f(e， c.207。 リャザン市で 18尾購入している (222ジェーニガ)。

(176) TaM )f(e， c.210。ヤロスラヴリ市で白身魚6尾とチョウザメ 9尾購入している (378

ジェ}ニガ)。これらの魚を運搬するために，手押し王宮，馬用の首輪・頚木・尻帯・大

麦を 115ジェーニガで購入している。
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(180) (181) 

これらの事例のほか，斎期直前の日に備えてバターや肉を，キリスト聖誕祭

に備えて鮮魚を，復活大祭後3週目の水曜日に備えて白パンを，生神女福音祭

に備えて香ばしい樹脂と香を，ノヴゴロドの大主教のために白パンを，府主教
(186) 

のために鮮魚を， リャザンの大主教のために羊の毛皮を，書記のために白パン
(188) (189) (190) (191) 

と子豚，ガチョウ，にわとり，外套を，うまや主任のために馬具や皮革を，手

工業者のために淡水魚を，追悼会用に白パンを，それぞれ購入している。

また，購入の目的は記載されていないが，馬の飼料を購入したと思われるも

のとして，カノレーガ市でのわらあるいは干草と燕麦の購入，ヤロスラヴリ市で

(177) 13M lKe， c.210・11。 オスタシコヴォ村で5樽購入している (1600ジ、エーニガ)。

(178) 13M町， c.207。ヤロスラヴリ市で購入している (860ジェーニガ)。

(179) T3M lKe， c，410 モスクワ市で 15偲購入している (722ジェーニガ)。

(180) 13M附， c，，500 1)レーブリ分購入している。

(181) 13M lKe， c.54。モスクワ市で購入している (10ジェーニガ)。

(182) 13M附， c.62。オスタシコヴォ村で購入している (195 )レーブPリ)。

(183) 13M淑e，c，，82-830 ヴォロコラムスク市で購入している (20アルトゥイン)。

(184)T3M lKe， c.221。モスクワ市で購入している (60ジェーニガ)。

(185) T3M附， c，67。ヴォロコラムスク市で購入している(4アルトゥイン)。

(186) T3M lKe， c， 280 1)レーブリ分購入している。

(187) T3M lKe， c.1310 24枚購入している (300ジェーニガ)。

(188) 13M附， c.70。スタリツァ市の書記のために，スタリツァ市で購入している(合計で2

5アルトゥイン)。
(189) 13M附， c.620 シェミャーカから 5羽購入している (9アルトゥイン)。

(190) T3M町， c，45。アンギロヴォ村で3羽熔入している(6ジェーニガ)。

(191) 13M lKe， cω520 240ジェーニガで購入している。

(192) T3M町， c，.26， 36。前者では，轡，鐙，革ひも，腹帯，革を計 2ルーブリ (400ジェーニ

ガ)分，後者では，モスクワ市で，鞍，鞍の側革，鐙を計1ルーブリ分，それぞれ購入し
ている。

(193) T3M町， c.710 10アルトゥイン分購入している。

(194) 13M lKe， c，570 2アルトゥイン分購入している。

(195) T3M lKe， c.217。死後3日 9日， 20日の追悼会用に， 3度 120ジェーニガ分が購入さ

れている。

(196) T3M lKe， c，.64， 75，114。それぞれ， 2ジ、エーニガ分，荷車2台分(1グリヴナ)， 11ジェー

ニガ分購入されている。

OLIVE 香川大学学術情報リポジトリ



-136 香川大学経済論叢 496 

の燕麦の謡史，モスクワ市での干草あるいは燕麦の曜え ノヴゴロド市での燕

麦の購入， トヴェーリ市での干草の購入，ベルコヴォ村に出かけた折りの干草

と燕麦の購2九ベーリでの干草と燕麦の謡史，スタリツァ市での干草の謡史な

どを挙げることができる。

これらの数少ない事例から，当該修道院の購入の目的を全面的に判断するこ

とは難しいが，ここに挙げた事例も，購入物そのものからも判断できるように，

修道院内での消費あるいは利用のため， 宗教上の儀式のため，大公に対する饗

応のため，馬の飼料用であることを示しており，購入物の売却，すなわち当該

修道院の商行為を示唆するものではない。

おわりに

本稿では，支出帳簿に記載されている事項の紹介が中心となり，突っ込んだ

分析にまで至ることができなかったが，以上の検討を通して，都市と農村にお

ける財の購入が頻繁に支出帳簿に記載されており，購入されている財も多種多

様であること，財の購入場所としては，周辺の都市及び農村に限られず，財に

よっては遠方の都市あるいは農村も含まれていることなどを明らかにすること

ができた。

このように，当該修道院は，所領内であれ，所領外であれ，必要とする財を，

必要とする地域で，購入という方法によって商品という形で入手していた。 し

かも，都市においてだけでなく，農村においても同様であった。そして， 売り

(197) TaM lKe， C， 1280 4アルトゥイン分購入されている。この時も，ヤロスラヴリ市でチョウ
ザメ，白身魚などを購入している。
(198) TaM lKe，ι54，79，82，120，166。それぞれ， 5ジェーニガ分の干草， 1アルトゥイン分の
干草，箱ぞり 3台分 (12アルトゥイン)の千草 2アルトゥイン 2ジェーニガ分の燕麦，
3アルトゥイン分の草を購入している。

(199) TaM lKe， c，680 1チェーチ購入している(2アルトゥイン2ジェーニガ)。
(200) T制限， c. 71，108，178，2260 それぞれ，荷車1台分(25アルトゥイン)， 2アルトゥイ
ン4ジェーニガ分 4アルトゥイン分， 15ジェーニガ分購入している。

(201) TaM lKe， c，，82。
(202) T aM lKe， Cゎ113。干草を 2アルトゥイン 4ジェーニガ，燕麦を 2アルトゥイン2ジェー
ニガ購入している。
(203) TaM lKe， C， 214。手押し車2台分購入されている (50ジェーニガ)。
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手としても農民が登場しているということ，農村内にも「市場」が存在してい

た可能性のあることが注目される点であると思われる。これは，特定の個人が

売り手として登場していることをも併せて考えるとき，当時のロシア社会を理

解する上で，留意しなければならない点であろう。

購入物の品目という点では，魚類が多様で，量的にも多いこと，香辛料が頻

繁に購入されていること，麻布，皮革類といった衣料品関係，また，蜂蜜が大

量かつ頻繁に購入されていること，白パンに代表される食料品の購入も頻繁に

行われていたことなどが特徴的であるといえる。が，購入物が多種多様である

ことにこそ注目すべきであるかもしれない。

当該修道院が財を購入する目的という点では，目的が明示されている場合に

は，当該修道院内での消費あるいは利用であることははっきりしているが，こ

れだけで結論を出すことはできない。購入の目的を検討するには，購入された

財の内容，消費財であったのか，生産財であったのか，を区別しつつ(ただし，

消費財であったとしても，販売される可能性のあることを考慮しなければなら

ないが)，収入帳簿の分析を行うことが必要である。収入帳簿を見る限りでは，

購入物の販売を示す記載はきわめて少なししかも，馬のみである。この背景

としては，免税特許状の中でも言及されているように，修道院の需要のために

購入する場合には関税は全く課せられないが，売却する場合には，通常の商人

と同様に，課税されることがあることを考慮しなければならない。

いずれにせよ，現時点では，当該修道院の場合，各地での商品の購入は販売

を目的としたものであるとは考えられない。が，財源問題とも関連して，この

点をより明確にするためには，収入帳簿の分析が必要となる。今後の課題とし

たい。

と同時に，当時のロシア社会の生産，流通，消費に関わる全体的な把握を行

うことも視野に入れなければならないであろう。その際には，ロシア国内にと

(204)購入物と明記されている事例としては，去勢馬の売却によって 3ループリ (80TYHHHble

X0351iklBeHHble KHHIH XVI B. npHXO!l.Hble H paCXO!l.Hble KHHrH YlOCH中0・BonOKo.naMCKoroMOHaClblp況

70・80-xIL， c.133)，ニカンドルの購入した馬の売却によって 7ループリ (TaM)l(e， c. 136)を

得ている 2つを挙げることができる。
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どまらず， ノヴゴロド市への外国商人の往来， モスクワ市での香辛料の購入に

見られるように，外国との交易もまた考慮しなければならない。ロシアもまた，

当時の国際貿易の新たな網の自の中に組み込まれつつあったのであるから。

(本稿は，平成6年度~平成8年度科学研究費補助金(基盤研究C) による研

究成果の一部である)。
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